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延長  ０．７８ ㎞ 

事業概要  
都市計画道路塩田町誉田町線（塩田町）は、千葉都心を囲む延長約２０ｋｍの千葉中環状道路の一部であり、地域高規格

道路の指定を受けている路線である。本路線の整備により、東南部方面と臨海部とのアクセス強化が図られるとともに高規
格道路である京葉道路蘇我ICとの接続など、広域的なアクセス性の向上による蘇我副都心の育成強化が図られるものであ
る。 

Ｈ１９年度事業化 

 

Ｓ４４年度都市計画決定 

（Ｈ１９年度変更） 

Ｈ２０年度用地買収着手 Ｈ － 年度工事着手 

全体事業費 １７７億円 事業進捗率    約２％ 供用済延長      － ㎞ 

計画交通量 ２６，２００～３２，２００台／日 

費用対効果 

分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用 （残事業）/（事業全体） 総便益 （残事業）/（事業全体） 基準年 

（事業全体） １．４ 

（残事業）  １．４ 

142 ／ 145億円 
事業費：   141 ／ 145億円 
維持管理費：0.8 ／ 0.8億円 

198 ／ 198億円 
走行時間短縮便益：138 ／ 138億円 
走行費用減少便益：  42 ／ 42億円 
交通事故減少便益：  19 ／ 19億円 

 

 

平成２３年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施  
交通量変動：B/C=1.5（交通量+10％）1.2（交通量-10％） 事業費変動：B/C=1.3（事業費+10％）1.5（事業費-10％） 

事業期間変動：B/C=1.3（事業期間+20％）1.4（事業期間-20％） 

事業の効果等  
国土・地域ネットワークの形成（地域高規格道路整備区間指定 千葉市中央区～中央区 H19.3 1ｋｍ） 

個性ある地域の形成（京葉道路蘇我インターチェンジに繋がり、広域的な道路網が形成され、蘇我副都心の育成に寄与する。） 
災害への備え（災害時における緊急輸送道路の多重性・代替性が確保され、災害に強い都市構造が形成される。）他３項目に該当 

関係する地方公共団体等の意見  

生実町内会より早期着工の要望を受けている。 

事業評価監視委員会の意見  

費用便益比と事業の必要性を勘案し、当該事業の継続実施は妥当であり、継続を了承。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・京葉道路蘇我ＩＣは、平成19年5月に木更津方面への出入口が供用開始され、フルＩＣとなった。 

・地域高規格道路「千葉中環状道路」の一部を構成している新港横戸町線が、平成22年8月に開通した。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
・道路予定地の用地取得に努めており、平成２２年度末の用地取得率は、７．１％である。 

・残事業については、用地の取得が３１，２３０㎡、道路整備が７８０ｍである。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

厳しい財政状況を背景に進捗率が伸びていないが、土地所有者等の理解も概ね得られている状況であり、本事業の早期完了を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  

発生材や再生材使用等や工事着手の段階で新技術等の活用を図り公共事業のコスト縮減に努める。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

以上の事業効果及びコスト縮減等の内容、事業評価監視委員会における審議を踏まえると、事業の必要性、重要性は変わ

らないと考えられる。 

事業概要図  

 

 

 

当該箇所 

担 当 課： 都市局街路交通施設課  

担当課長名： 西植 博        

 

再評価結果（平成２４年度事業継続個所） 

千葉県 

  

蘇我ＩＣﾌﾙｲﾝﾀｰ化 

(H19.5.30開通） 

 

 

 

  

  
塩田町誉田町線（塩田町） 

Ｌ＝０．７８ｋｍ 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

 


